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11
月
23
日（
火
）勤
労
感
謝
の
日
に

大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
会
員
事
業
所
39
事
業

所
よ
り
中
核
を
担
う
勤
務
成
績
優
秀

な
従
業
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
去
る

10
月
26
日
の
常
議
員
会
に
お
い
て
承

認
。
本
年
度
は
永
年
勤
続
者
２
０
７

名
が
受
賞
し
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
周
囲
へ
の
感
謝
を
胸
に
さ
ら
に

ま
い
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
受
賞
者
は
日
本
商
工
会
議

所
会
頭
表
彰（
勤
続
30
年
）が
59
名
、

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

表
彰（
勤
続
20
年
）が
41
名
、
岩
手
県

商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
表
彰（
勤

続
10
年
）が
53
名
、
大
船
渡
商
工
会

議
所
会
頭
表
彰（
勤
続
５
年
）が
54
名

と
な
り
、
受
賞
者
全
員
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表

彰
を
受
賞
さ
れ
た
59
名
の
方
々
は
次

の
通
り
で
す
。
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名
を
表
彰
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従
業
員
表
彰
式 

207
名
を
表
彰

令
和
3
年
度

日本商工会議所会頭表彰（勤続30年）受賞者　（敬称略）

▲ 39事業所、207名が受賞されました。



3 商工 しおさい

　
気
仙
二
市
一
町
の
商
工
団
体

（
大
船
渡
商
工
会
議
所
、
陸
前

高
田
商
工
会
、
住
田
町
商
工

会
）
の
正
副
会
頭
・
会
長
等
で

構
成
さ
れ
る
気
仙
地
区
商
工
団

体
連
絡
会
が
、
去
る
10
月
15

日
、
陸
前
高
田
商
工
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
連
絡
会
は
、
気
仙
地
域
の
課

題
解
決
や
活
性
化
な
ど
を
見
据

え
た
会
合
、
研
修
会
を
開
催
し

て
お
り
、
昨
年
度
は
気
仙
二
市

一
町
に
対
し
て
将
来
展
望
を
見

据
え
た
道
路
整
備
要
望
も
行
っ

た
。
　
今
回
は
、
気
仙
地
域
の
課
題

に
対
す
る
考
え
方
と
対
応
の
方

向
性
を
相
互
に
確
認
し
、
今
後

も
協
働
し
て
課
題
解
決
に
あ
た

る
た
め
開
催
を
予
定
し
て
い
る

気
仙
二
市
一
町
首
長
と
の
懇
談

会
の
開
催
に
向
け
て
連
絡
会
を

開
催
。
二
市
一
町
官
民
が
積
極

的
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
取
り
、

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高

規
格
道
路
の
整
備
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

　
岩
手
県
商
工
会
議
所
連
合
会

（
県
下
９
商
工
会
議
所　
谷
村

邦
久
会
長
）
に
よ
る
『
令
和
３

年
度
岩
手
県
知
事
に
対
す
る
提

言
・
要
望
』
が
９
月
29
日
に
行

わ
れ
、
大
船
渡
商
工
会
議
所
の

米
谷
会
頭
が
出
席
。
達
増
知
事

に
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
産

業
支
援
や
復
興
・
創
生
に
向
け

た
予
算
措
置
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。

　
岩
手
県
商
工
会
議
所
連
合
会

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
へ
の
対
応
に
合
わ

せ
、
被
災
地
の
現
状
を
的
確
に

把
握
し
、
復
興
の
段
階
と
日
々

変
化
す
る
実
情
に
即
し
た
要
望

活
動
や
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
」
実
現

へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
経
済

団
体
と
し
て
役
割
を
し
っ
か
り

担
う
と
と
も
に
、
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
、
創
業
か
ら
経
営
革

新
・
事
業
再
生
・
事
業
承
継
ま

で
中
小
企
業
事
業
者
に
対
す
る

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
要
望
は
、
復
旧
・
復

興
が
完
全
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る

ま
で
、
被
災
地
の
実
情
に
合
わ

せ
た
柔
軟
か
つ
き
め
細
や
か
な

復
興
事
業
の
継
続
を
国
に
働
き

か
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
事
業
継
続
支

援
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
交
流
人
口
の
拡
大
、
広
域
的

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
な
ど
多
面
的

な
取
り
組
み
に
万
全
の
体
制
で

臨
ま
れ
、
活
力
あ
る
岩
手
県
の

地
方
創
生
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

誘
致
と
実
現
後
の
対
応
、
観

光
物
産
の
振
興
に
つ
い
て
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

気
仙
地
区
商
工
団
体
連
絡
会
を
開
催

　
去
る
10
月
26
日
、
大
船
渡
商

工
会
議
所
顧
問
会
議
が
大
船
渡

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
顧
問
等
か
ら
は
、
戸
田

大
船
渡
市
長
、
三
浦
市
議
会
議

長
、
甘
竹
元
会
頭
、
齊
藤
前
会

頭
、
宮
澤
元
副
会
頭
、
上
野
元

専
務
理
事
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
大
船
渡

商
工
会
議
所
令
和
２
年
度
の
事

業
活
動
や
決
算
状
況
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

中
小
企
業
者
の
現
状
に
関
す
る

調
査
の
報
告
、
岩
手
県
等
の
各

種
経
営
支
援
策
の
実
施
状
況
な

ど
に
つ
い
て
報
告
。
説
明
後
、

顧
問
等
か
ら
ご
意
見
い
た
だ
い

た
内
容
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

今
後
も
地
域
経
済
の
活
性
化
、

中
小
企
業
の
経
営
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

岩
手
県
知
事
に
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

　
　
　  

さ
ら
な
る
経
済
支
援
を
要
望

商
工
会
議
所
顧
問
会
議
を
開
催
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10
月
１
日
、大
船
渡
商
工
会
議
所
を

会
場
に「
第
４
期
大
船
渡
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
」の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
船
渡
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、専
門

の
講
師
に
よ
る
伴
走
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
く
研
修
事
業
で
、今
回
で
４
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。同
ア
カ
デ

ミ
ー
で
は
、常
に
変
化
し
続
け
る
市
場
環

境
に
適
応
す
る
と
と
も
に
、将
来
の
地
域

経
済
の
中
核
を
担
う
経
営
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、地
域
企
業
等
の
経
営
者
、経

営
幹
部
及
び
経
営
幹
部
候
補
の
方
々
並

び
に
新
規
に
創
業
を
お
考
え
の
方
な
ど

も
新
た
に
対
象
に
加
え
、経
営
の
考
え

方
、販
売
戦
略
、財
務
戦
略
、組
織
力
強

化
等
に
つ
い
て
学
び
、各
事
業
所
の
今
後

の
経
営
力
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

開
講
式
と
な
っ
た
こ
の
日
は
受
講
生

14
名
を
は
じ
め
、来
賓
や
講
師
、ス
タ
ッ

フ
な
ど
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
後
に
は「
次
世
代
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」と
題
し
、大
船
渡
商
工
会
議
所

の
米
谷
会
頭
の
基
調
講
演
を
行
い
、自

社
の
軌
跡
や
経
済
環
境
の
移
り
変
わ

り
、自
身
の
経
験
な
ど
を
交
え
た
講
演

を
参
加
者
は
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し

た
。
　

大
船
渡
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
は
１

月
の
閉
講
式
ま
で
全
７
回
の
開
催
。各

回
６
時
間
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

受
講
生
は
全
回
を
通
し
て
様
々
な
経
営

に
関
す
る
知
識
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　大船渡商工会議所では、建造から30年が経過し、
船体の痛みが大きくなった「気仙丸」に、補修、補強
工事を施し、10月4日から陸揚げ展示を開始しました。
　「気仙丸」は、かつて太平洋沿岸を往来した千石
船を復元して、釡石市で開催された「三陸・海の博
覧会」（平成４年）に出展し、併せてふるさとの歴史
的文化遺産として後世に伝えようと大船渡商工会議
所が中心となって建造資金を集め、「気仙船匠会」
の手によって建造復元したものです。

夜間ライトアップ▶毎日16：30～21：00
※開始時間に多少のずれが生じます。時期により点灯時間が変更され
　ますので、詳しくは大船渡商工会議所ホームページをご覧ください。

「気仙丸」陸揚げ展示場所
　　　　・来場者駐車場
〒022-0002
岩手県大船渡市大船渡町
茶屋前96-８

千石船「気仙丸」陸揚げ展示を開始！！

第4期 大船渡ビジネスアカデミー開講

気仙丸
ホームページ

大船渡
タクシー
       様

気仙丸
陸揚げ
展示
スペース

BOBBERS
様

北の味処
鰣不知様

かもめテラス様

おおふな
ぽーと様

気仙丸来場者
駐車場

盛方面→

茶
屋
前
岸
壁
↓

←キャッセン
大船渡様

230

MAP
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新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、「手洗い」や「マスクの着用
を含む咳エチケット」です。
飲食店が行っている感染症対策（席数の制限、食事の提供方法、換気など）
に協力しながら、飲食を楽しみましょう。

　利用者の方々に安心して飲食できる環境を提供することを目的
に、飲食店が実施する新型コロナウイルス感染予防対策について、
岩手県が「いわて飲食店安心認証店」の認証を行っております。
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けても負けず、感染防止
対策を行いながら営業している地元の飲食店を応援しましょう。
　皆さま、感染防止対策を徹底しながら、ぜひ市内の飲食店をご
利用ください。

この認証マーク
が目印！！

認証店はこちら
から確認できます

感
染
症
対
策

　
の
お
願
い

感染対策に取り組む地元飲食店を利用しよう!!

第2弾  受付中！
　大船渡商工会議所では、大船渡市特産品販売促
進事業を活用し、新型コロナウイルス感染拡大の影響
で売上げが減少している中小企業者の経営支援を目
的に、「大船渡ふるさと応援便第２弾」を行っております。
　日常における普段使いから年末年始に向けた贈答品、
離れて暮らす家族、友人、親戚などに“ふるさとの特産
品”をぜひご利用ください。

㈱ウェディングパレスまるしち
㈱海の幸ふるまいセンター
及川冷蔵㈱
大塚木工
菓子工房おおうらや
大船渡秋刀魚だし 黒船
大和田商店
ガガニコ食堂
㈲欠畑商店
カフェ・ド・カレーKojika
㈱熊谷鉄工所
KUROMOJIYA

元正榮北日本水産㈱
ごいしふぉん
産直グループ㈲
㈲三陸とれたて市場
三陸ブルーイング・カンパニー（合同）
三陸ふるさと振興㈱
志田海産乾物店
酔仙酒造㈱
㈱スリーピークス
㈱高瀬
蛸ノ浦金匠がき部会
㈲チダエー
㈲千葉勝商店

調法本舗 一歩道
壷屋田耕
野村海産㈱
㈱バンザイ・ファクトリー
㈲本多商店
㈱マイヤ
丸忠商店
マルワ食品
㈱毛利
森弘商店
山口商店
吉田商店
㈱リアスターファーム

TEL 0192ｰ26ｰ2141　FAX 0192ｰ27 1ー010　E-MAIL ofunato@chive.ocn.ne.jp

掲載商品・注文用紙は
こちらから▶

主催・お問合せ先：大船渡商工会議所

掲載38事業所

※3,000件を超えた場合、通常の送料が発生します。予めご了承願います。
※一部、商品の発送が2月にずれこむ場合があります。

受付期間 発送期間
送料補助 

令和４年1月20日(木) 迄 令和４年1月31日(月) 迄
先着3,000件まで全国送料無料（上限：依頼主お1人様30件）
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年末・年度末を迎えての経営相談は商工会議所まで
　これから年末に向けての資金繰り対応、年度末に向けての確定申告対応など、各事業所の皆様
におかれましては、これから正に節目の時期を迎えます。
　商工会議所では、各種支援メニューを用意し皆様のご相談に応じています。経営上の悩み事が
ありましたら、ぜひお気軽にご相談ください。
　金　　融
　日本政策金融公庫をはじめ岩手県、大船渡市
などの制度融資をあっせん、紹介しています。
◆日本政策金融公庫（国民生活事業）の主な融資制度
◆一般貸付
　▶ほとんどの業種の方にご利用いただけます。

　公庫のインターネット申込みが使いやすくなり
ました。どうぞご利用ください。

＊年末は金融機関の窓口が混み合います。年末資
　金のご準備はお早めに対応をしてくださいますよ
　うお願いいたします。

◆小規模事業者経営改善資金（マル経資金）　
　▶商工会議所の経営指導を受けている小規模事
　　業者の方

　経理・税務
　経営の基礎となる会計について、帳簿のつけ方か
ら税務申告の仕方まで継続的に相談支援を行って
いきます。
○記帳代行事業
　忙しくて帳簿作成が難しい事業所様向けに伝票、
元帳、試算表から決算書の作成までのお手伝いを
行っています。お気軽にお問い合わせください。

　労　　働
　労災・雇用保険への加入手続きや従業員の健康
診断、各種共済制度の運営、関係機関と連携しての
労働力確保対策事業を行っています。

　事業承継
　事業の円滑な承継が全国の中小企業者にとって
大きな課題となっています。大船渡商工会議所では、
関係機関との連携のもと、親族内承継、従業員承
継、第三者承継など様々な場面に対し相談に応じて
います。必要に応じ岩手県事業承継・引継ぎ支援セ
ンターへの取り次ぎを行います。
○岩手県事業承継・引継ぎ支援センターの今後の
　定期移動相談会
　令和3年12月22日㈬／令和4年2月22日㈫
　時間は11時～15時
　相談のお申し込みは、電話019-601-5079

　高校、短大、大学、専修学校などへの入学資金、または在学資金には、国
の教育ローン（日本政策金融公庫国民生活事業）をご利用ください。
　お申し込みは、公庫ホームページからお申し込みいただくか、所定のお申
込書をご記入いただき、必要書類を添付の上、郵送いただくかいずれかの
方法となります。制度の詳細についても公庫ホームページをご覧ください。
ご　融　資　額　お子さまお一人あたり350万円
金　　  　　 利　年1.65％
ご 融 資 期 間　15年以内（在学期間中を限度に据置可能）
お問い合わせ先　教育ローンコールセンター ☎0570-008656

\受験シーズン到来/

志望校が決まりましたら
お申し込みを

検索日本公庫

・地域企業経営支援金　　　・大船渡市中小企業経営緊急支援金
・地域企業経営支援金（いわて飲食店安心認証店向け）
・大船渡市飲食店感染防止対策支援金（いわて飲食店安心認証店向け）
～　ご相談はお気軽に　各種支援金の申請手続きはお早めに　～

新型コロナウイルス感染症特別相談窓口  継続開設中新型コロナウイルス感染症特別相談窓口  継続開設中

融資限度額
ご返済期間

2,000万円
1.217年以内 10年以内

運転資金 設備資金 金利 年利（%）

融資限度額
ご返済期間

4,800万円
2.067年以内 10年以内

運転資金 設備資金 金利 年利（%）

＊返済期間等によって金利が変わります。

検索国の教育ローン

国の教育ローンを
ご利用ください

事 業 所 の み な さ ん
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地域企業経営支援金（令和３年度予算事業）
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により厳しい状況にあっても、感染症対策等に取り組みながら
事業継続を行えるよう、減収幅に応じて感染対策等に係る経費を支援します。

『新型コロナウイルス感染症岩手緊急事態宣言（令和３年８月12日発出）』に
伴う経営への影響拡大を踏まえ、本支援金の上限額を引き上げます。

　大船渡商工会議所　☎26-2141　お申込み・お問合せ先　

　令和３年４月から令和４年３月の期間のうち、いず
れか１か月の売上が前々年同月比50％以上減少、

または連続する３か月の売上が前々年同期比30％以上減少している県
内で卸売業、小売業（無店舗営業含む）、宿泊業、飲食業、その他サービス
業（フリーランス含む）を営む中小企業者の方が対象となる支援金です。
※対象業種については募集要項をご確認ください。
※支援金の額の算定においては、今年度と前々年度の連続する３か月間同士の比較を行います。
※令和２年11月から令和３年３月を対象とした支援金とは別の事業です（併給可）。

申 請 期 限支援金とは？
令和
４年3月31日木

※上限額が40万円となる対象期間は、次の4パターンになります。 ①6月7月8月②7月8月9月③8月9月10月④9月10月11月
※緊急事態宣言発出以降の申請であっても宣言期間を含まない期間での申請の場合は上限額は引き上げにはなりません。
※既に本支援金の支給を受けている場合には、宣言期間を含む期間での変更申請が可能です。　

本支援金の支援金額の算定にあたり、上記緊急事態宣言期間(令和3年８月・９月)を含む場合、
１店舗当たりの上限額
30万円  ⇒  40万円

１事業者当たりの上限額
150万円  ⇒  200万円

　支援金の申請にあたっ
ては、募集要項（申請様式）
の内容を必
ず確認くだ
さい。

商工会議所ＨＰ

大船渡市中小企業経営緊急支援金
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大による岩手緊急事態宣言発出により大きな影響を受けた岩手県の地域
企業経営支援金（令和３年度予算事業）の支給を受けている市内の中小企業者を対象に支援金を支給します。

大船渡商工会議所 ☎26-2141お申込み・お問合せ先

● 対　　象 ●
次の要件を満たす中小企業者
•岩手県の地域企業経営支援金（令和３年度予算事業）の
支給を受けていること。
•市内に店舗を有し、飲食業、小売業、宿泊業、卸売業、
サービス業などのいずれかの事業を行っていること。
•売上減少要件が岩手緊急事態宣言期間（令和３年８月・９
月）のいずれかの月を含む連続する３か月の期間（以下「対
象期間」）において、次のいずれかに該当すること。
①対象期間のいずれか１月の売上げが令和元年同月と比較
して50％以上減少し、かつ当該月を含む上記期間の売上
げの合計が減少していること。
②対象期間の売上げの合計が令和元年同期と比較して30％
以上減少していること。

※事業者の状況に応じて、令和２年度との比較も可とします。

この他にも新型コロナウイルス感染症関連の
各種支援施策がございます。詳細については
商工会議所ＨＰをご確認ください。

● 支 給 額 ●
　岩手県の地域企業経営支援金（令和3年
度予算事業）において算出した売上減少額
から、県支援金の額を減じた額

１店舗当たり上限額 10万円
１事業所当たり最大５店舗を上限とします。
※卸売業及び宿泊業については、従業員数に応じ
　て上限額を設定することができます。

● 申請期限 ●

令和４年1月31日月まで　
● 申請方法 ●
　関係書類を添えて、大船渡商工会議所に
提出してください。
※申請は１事業者当たり１回限り
　とします。

商工会議所ＨＰ



〒022-0003 大船渡市盛町字中道下2-25
TEL （0192）26-2141／FAX 27-1010
開所時間：午前8時30分～午後5時20分

〒022-0101 大船渡市三陸町越喜来字肥の田29-3
TEL （0192）44-2058／FAX 44-2500
開所時間：午前8時30分～午後5時20分

発行責任者　大船渡市（発行受託者 大船渡商工会議所）
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三
陸
支
所

本
　
所

試験日時

受付期間

令和4年2月27日㈰
3級 9：00、2級 13：30
令和4年1月11日㈫～1月31日㈪

■ 試験会場：大船渡商工会議所本所
■ お申込み：大船渡商工会議所本所に受験料を
　 添えてお申し込みください。
　 申込書は本所・三陸支所で配布しています。

受 験 料 2級 4,720円、3級 2,850円

試験日時

受付期間

令和4年2月13日㈰ 9：00
12月20日㈪～令和4年1月13日㈭

受 験 料 1級 2,340円、2級 1,730円、3級 1,530円

検定試験のご案内

岩手県最低賃金と特定(産業別)最低賃金
最低賃金には、県内全ての事業場に適用される「岩手県
最低賃金」と県内の特定の産業（現在６業種）に適用され
る「特定(産業別)最低賃金」があります。ただし、「地域別
最低賃金額」が「特定（産業別）最低賃金額」を上回る場
合は、「地域別最低賃金額」が適用されます。
詳細は、岩手労働局ホームページを⬇
http://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/
最低賃金・賃金引上げに向けた生産性向上等のための支援
厚生労働省では、最低賃金及び賃金の引上げに向けた環境整
備を図るため、各種助成金支給などの支援を実施しています。
詳細は、厚生労働省ホームページを⬇
http://pc.saiteichingin.info/chusyo/index.html

使用者も､労働者も､必ず確認､最低賃金!!
岩手県内で働くパートタイマー、アルバイト等を含む

すべての労働者に適用されます。

簿
記（
第
160
回
）
珠
算（
第
224
回
）

〈 時間額 〉

821円令和3年10月2日から
岩手県最低賃金

　
岩
手
労
働
局
は
、
11
月
の
「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の一環
と
し
て
、
働
き
方
改
革
の
実
現
な

ど
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
「
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
企
業
」
に
認
め
ら
れ
た
㈱
菊
池
技
研
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
（
菊
池
透
代
表
取
締
役
）
を
訪
問
し
た
。

　
稲
原
岩
手
労
働
局
長
か
ら
、
働
き
方
改
革
の
一

層
の
推
進
協
力
を
求
め
る
要
請
書
を
菊
池
代
表
取

締
役
に
手
渡
し
た
後
、
同
社
か
ら
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
働
き
方
改
革
や
健
康
経
営
を
推
進
す
る

た
め
、
業
務
の
効
率
化
や
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
推
進
、

健
康
づ
く
り
な
ど
、
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
楽
し

み
な
が
ら
働
き
や
す
い
環
境
を
形
成
し
て
き
た
取

り
組
み
を
紹
介
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そ
の
後
、
若
手
社

員
で
構
成
す
る
「
若

手
の
会
」
メ
ン
バ
ー

と
の
意
見
交
換
も
実

施
。
メ
ン
バ
ー
か
ら

他
部
署
の
年
齢
の
近

い
方
と
情
報
交
換
が

出
来
る
こ
と
で
仕
事

に
プ
ラ
ス
に
な
る
部

分
が
多
い
な
ど
、
自

身
の
思
い
を
述
べ
、

稲
原
局
長
は
同
社
の

取
り
組
み
が
今
後
さ

ら
な
る
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
期
待
を
寄

せ
て
い
た
。

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
企
業
訪
問

今
後
も
働
き
方
改
革
の
実
現
を
推
進
し
ま
す
！

岩手労働局


